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術後補助療法として１年間の投与です
効果がない、副作用で治療が
できないときまで投与します

ALM
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SSM
21%

NM
10%

LMM
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10%

Uveal 1%

Unknown 2%

Unclassified 8%

皮
膚
が
ん
②

11

1998年日本大学医学部卒業。国立が
ん研究センター中央病院、がん感染症セ
ンター都立駒込病院医長・部長を経て、
2022年4月より現職。皮膚がん全般の
内科ならびに外科治療に従事している。

吉
よし

野
の

　公
こう

二
じ

先生
がん研究会有明病院
皮膚腫瘍科　部長

み
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
診
断
基
準
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
：A

sym
m

etry

（
非
対
称
性
病
巣
）、

Ｂ
：Border irregularity

（
不
規
則
境
界
）、

Ｃ
：Color variegation

（
多
彩
な
色
調
）、

Ｄ
：D

iam
eter enlargem

ent

（
長
径
6
㎜

以
上
）が
特
徴
的
な
所
見
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
3
）。

　

近
年
、
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー（
拡
大
鏡
）は

色
素
性
病
変
に
有
用
で
あ
り
、
日
常
診
療

で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
悪
性
黒

色
腫
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
必
ず
ダ
ー
モ
ス
コ

ピ
ー
が
あ
る
施
設
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
を
行
っ
て
も
診
断
が
付

か
な
い
と
き
は
皮
膚
生
検
を
行
い
ま
す
。

従
来
、「
悪
性
黒
色
腫
に
メ
ス
を
入
れ
る
と

が
ん
が
全
身
に
飛
び
散
る
」と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
証
明
し
た
報
告
は
な

く
、
現
在
で
は
必
要
が
あ
れ
ば
皮
膚
生
検

を
行
い
ま
す
。

誌上セミナー

　

悪
性
黒
色
腫
は
皮
膚
が
ん
の
な
か
で
は

基
底
細
胞
が
ん
、
有ゆ

う

棘き
ょ
く

細
胞
が
ん
に
次
い

で
多
く
、
本
邦
に
お
け
る
罹
患
率
は
２
人

／
10
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
急

速
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

悪
性
黒
色
腫
は
色
素
細
胞
に
由
来
す
る

腫
瘍
の
た
め
一
見
す
る
と
黒
子（
ホ
ク
ロ
）

に
見
え
ま
す
。
悪
性
黒
子
型（
Ｌ
Ｍ
Ｍ
）、

表
在
拡
大
型（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）、
結
節
型（
Ｎ
Ｍ
）、

末
端
黒
子
型（
Ａ
Ｌ
Ｍ
）、
そ
し
て
粘
膜
型

（
Ｍ
Ｕ
Ｃ
）に
分
け
ら
れ
、
本
邦
に
多
い
の

は
手
足
に
で
き
る
末
端
黒
子
型
で
す
が
、

米
国
で
は
１
％
と
人
種
間
に
よ
る
差
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

一
方
、
欧
米
で
は
顔
や
体
幹
な
ど
紫
外

線
の
あ
た
る
部
位
に
生
じ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
紫
外
線
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
策
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
悪
性
黒
色

腫
は
リ
ン
パ
節
や
遠
隔
転
移
を
生
じ
や
す

い
悪
性
度
の
高
い
が
ん
で
、
抗
が
ん
剤
治

療
し
か
な
か
っ
た
時
代
の
5
年
生
存
率
は

８
％
で
し
た
が
、
２
０
１
１
年
に
新
規
薬

剤（
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
、
分

子
標
的
薬
）が
登
場
し
た
こ
と
で
、
こ
の
状

況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

海
外
で
は
顔
や
体
幹
に
生
じ
る
こ
と
が

多
い
た
め
紫
外
線
が
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
邦
で
は
足
の
裏

に
生
じ
る
割
合
が
30
％
と
さ
れ
、
ま
た
口
、

肛
門
な
ど
の
粘
膜
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
一
概
に
紫
外
線
だ
け
が
原
因
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
近

年
、
悪
性
黒
色
腫
は
人
種
間
で
生
じ
る
部

位
が
異
な
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

悪
性
黒
色
腫
は
皮
膚
・
爪
・
粘
膜
と
ど
こ

に
で
も
で
き
ま
す（
図
2
）。
以
前
か
ら
あ
っ

た
黒
子
が
急
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
、
出
血

す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
変
化
が
あ
れ
ば

医
療
施
設
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
悪
性

黒
色
腫
を
含
め
皮
膚
が
ん
に
対
す
る
が
ん

検
診
が
な
く
、
痛
み
、
か
ゆ
み
な
ど
の
自
覚

症
状
を
伴
う
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
病
院

を
受
診
す
る
か
は
自
己
判
断
に
な
り
ま
す
。

　

悪
性
黒
色
腫
を
疑
う
た
め
の
肉
眼
的
に

次
回
は
最
終
回
「
悪
性
黒
色
腫
以
外
の
皮
膚
が
ん
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

リ
ン
パ
節
を
含
め
て
明
ら
か
な
転
移
が

な
い
場
合
は
、
原
発
巣
切
除
な
ら
び
に
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
を
行
い
ま
す
。
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
が
あ
る
ス
テ

ー
ジ
Ⅲ
は
所
属
リ
ン
パ
節
郭か

く

清せ
い

を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
海
外
の
報
告
を
基
に
リ

ン
パ
節
郭
清
は
行
わ
な
い
方
針
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
術
後
補
助
療
法
と
し
て
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
も
し
く
は

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｆ
遺
伝
子
変
異
が
陽
性
で
あ
れ
ば

分
子
標
的
薬
を
１
年
間
投
与
し
ま
す
。
ま

た
、
リ
ン
パ
節
転
移
が
な
い
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
に

対
し
て
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
が

術
後
補
助
療
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

転
移
を
起
こ
す
前
に
治
療
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

進
行
期
悪
性
黒
色
腫
に
対
す
る
治
療
は

30
年
近
く
抗
が
ん
剤
を
使
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
奏
効
率
が
８
％
と
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
４
年
に

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
抗
Ｐ

Ｄ-

１
抗
体
が
世
界
に
先
駆
け
て
本
邦
で
切

除
不
能
悪
性
黒
色
腫
に
承
認
さ
れ
、
そ
の

後
に
分
子
標
的
薬
も
登
場
し
、
現
在
で
は

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
や
分
子

標
的
薬
、
そ
れ
ぞ
れ
を
併
用
し
て
使
用
す

る
よ
う
に
な
り
、
奏
効
率
は
50
％
を
超
え

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
治
療
に
よ
る
副
作
用
と
し
て

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に
よ
る

免
疫
関
連
有
害
事
象
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
己
免
疫
に
類

似
し
た
副
作
用
と
し
て
間
質
性
肺
炎
、
肝

障
害
、
腸
炎
、
重
症
筋
無
力
症
、
内
分
泌

障
害（
下
垂
体
・
甲
状
腺
・
副
腎
機
能
低
下
、

１
型
劇
症
糖
尿
病
）等
が
あ
り
、
時
に
生
命

に
関
わ
る
状
態
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
進
行
期
悪
性
黒
色
腫
の

治
療
は
新
薬（
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
薬
、
分
子
標
的
薬
）の
登
場
に
よ
り
大
き

く
前
進
し
、
現
在
は
術
後
補
助
療
法
に
も

適
応
拡
大
さ
れ
、
が
ん
の
再
発
や
進
行
を

抑
制
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
時
代
へ
と

移
行
し
て
い
ま
す
。

※Uveal…ぶどう膜

悪
性
黒
色
腫
と
は

ど
ん
な
病
気
？

1

図3

図2

母指の爪に生じた
悪性黒色腫

腹部に生じた悪性黒色腫
（ABCD診断基準に一致する） 悪

性
黒
色
腫
の

原
因
に
つ
い
て

2

悪
性
黒
色
腫
の
初
期
症
状
・

病
院
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

3
悪
性
黒
色
腫
の
診
断

4

悪
性
黒
色
腫
の

治
療
（
図
4
）

5

悪性黒色腫の病型図1悪性黒色腫の治療図4

悪
性
黒
色
腫

部
が 位
ん 別
研
究
室

皮
膚
が
ん
シ
リ
ー
ズ
の
第
2
回
は
、
悪
性
黒
色
腫
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
先
生
方
に
リ
レ
ー
形
式
で
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
遠
隔
転
移
が
な
い
場
合

●
遠
隔
転
移
が
あ
る
場
合
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